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書　評

千葉県高等学校教育研究会地理部会編

『新しい地理の授業―高校「地理」新時代に向けた提案―』

二宮書店

来たる 2022 年、高等学校で新しい学習指

導要領に基づいた「地理総合」の教育が始ま

る。新しい学習指導要領では、校種を問わず

「主体的・対話的で深い学び」が強調され、旧

来の知識偏重とは一味違った教材準備や授業

展開が求められる。しかし「地理総合」に対

する不安は、地理を専門としない教員に留ま

らず、地理が専門領域の教員とて同様である。

要するに、誰もがどうすれば楽しく内容の濃

い授業を作れるのかを模索中なのである。

地理の楽しさをリアリティとともに体感さ

せるには、生活経験や訪問経験のある「身近

な地域」が教材として最適である。そうした

観点から千葉県ゆかりの教員によって編まれ

た本書は、「地域を探求する楽しさ」のヒン

トや実践例に満ちており、「地理総合」だけ

でなく「地理探求」でも十二分に活用できる。

本書は第 1章「地図や地理情報システムで

捉える現代世界」、第 2 章「国際理解と国際

協力」（第 1 節「生活文化の多様性と国際理

解」、第 2 節「地球的課題と国際協力」）、第

3章「持続可能な地域づくりと私たち」（第 1

節「自然環境と防災」、第 2 節「生活圏の調

査と地域の展望」）から構成される。

各章および各節は極めて周到に分量調整が

なされている。つまり、各章は奇数起こしで

章タイトルを記した扉があり、続けて偶数起

こし 2頁（見開き 1組）で章の概要が綴られ

る。そして各節内の各項は、偶数起こし 8頁

（見開き 4 組）で統一されている。この様式

美については、7 名の編集委員（編著者）と

他 22 名の執筆者に脱帽する他はない。

第 1 章は 1 節 4 項の構成で、GIS を含めて

地図に親しむための教材提案がなされてい

る。地図表現の楽しさをまとめた第 1 項、

PC を活用する前段階として紙上で GIS の考

え方に触れる試みを紹介した第 2項、無料ソ

フト MANDARA の活用例を述べた第 3 項、

交通に関してルート設計ゲームで実践を図っ

た第 4 項は、それぞれが魅力的で GIS に親

しみを持てない教員でも「これならできるか

も…」と思えるのではなかろうか。第 2項の

ボロノイ分割は実社会でのマーケティングリ

サーチで活用できるし、第 4項のルート設計

は企業や地方公共団体で応用できる実学的な

楽しさに溢れており、章末に配置された歴史

プロパー教員の地理観を記したコラム①も面

白い。

第 2章第 1節は 6項からなる。大気大循環

の説明から自然地理（気候）の基礎に迫った

第 1項、ケッペンの気候区分が理解しやすい

ように整理された第 2項、電話番号の市外局

番や郵便番号の上二桁などの日常生活に溶け

込んだ事柄から地域間の関連性に展開した第

3 項、著名な多国籍企業を題材にした調べ学

習の試みが紹介された第 4項、名作アニメ『ア
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ルプスの少女ハイジ』を題材にして地形や牧

畜業へ展開する授業の実践例が提示された第

5 項、今日の世界各地の諸課題に直結する言

語と宗教に焦点を当てた第 6項、これらはい

ずれも分かりやすく魅力的である。節末のコ

ラム②は環境保全や社会貢献意識の高いエシ

カルな消費者を育てるための教育、コラム③

は世界史との関連の下で地理を扱う意義を説

いており、地理が周辺領域のハブとして機能

するためのヒントを拾うことができる。

第 2章第 2節は 7つの項を含んでいる。本

節の特色はたとえ扱う内容がローカルな場合

（本書では千葉県）であっても、考察手順が

国内他地域や諸外国でも援用できるよう配慮

して書かれていることである。各々の項の内

容を一瞥すると、まず第 1項では千葉県を県

全域および県内市町村スケールで観察した人

口動態がグラフや地図で表現され、続いて国

内の特徴ある地域の産業別人口の三角グラフ

が示されて、入試問題でよく見かけるグラフ

や地図の「からくり」や作り方が理解できる。

第 2項ではフードロスなどの今日的な食料問

題を身近な場所から地球規模まで拡げて国際

協力へと展開する手法がまとめられる。第 3

項では市販のミネラルウォーター飲み比べか

ら始まって農作物生産に要する水量（バー

チャルウォーター）を考えさせる提案が面白

い。また、第 4項で扱われる都市圏構造や郊

外の都市化の考察は、千葉県内の諸都市だけ

でなく、他の都道府県でも応用できる。

第 2章第 2節の後半では「歴史総合」や公

民科との関連が深い民族問題、領土問題、南

北問題が第 5 ～ 7 項で順に取り上げられる。

第 5項で扱われる民族問題では、パレスチナ

問題やカーストが効果的に紹介されている

が、首都圏に多い外国人労働者が抱えるハ

ラール食提供の課題なども教材として高校生

の腑に落ちるかもしれない。第 6項で焦点化

される領土問題は、小学校社会科でも重視さ

れる事項であり、本項では北方領土問題を通

じた考察を促す工夫が紹介される。同様の考

察は、自衛隊駐留の是非を中学生以上の住民

投票で問うた沖縄県与那国町の試みも面白い

教材にできるだろう。第 7項では南北問題を

「貿易ゲーム」という取組で理解する試みが

紹介され、経済格差を自分事として理解する

ことの大切さを痛感できる。ここでは、フェ

アトレードも教材として適合するかもしれな

い。節末のコラム④は欧州諸国の中等教育向

け地図帳で多用されるカルトグラム（数値の

多寡で変形させた地図）が扱われ、地図表現

の多様性を知る糸口が示される。

第 3章第 1節では、注目度の高い防災が自

然環境との関連のもとで解説される。第 1項

では『防災白書』から世界各地の巨大自然災

害の分布を調べる活動や防災意識の共有が語

られる。津波リスクが高い日本の立場から「沈

み込み帯」と津波のメカニズムが図示できれ

ば、一層の理解促進を図れるかもしれない。

第 2項では、県内の山武市と銚子市のハザー

ドマップを活用した授業実践が披露され、ハ

ザードマップを使う際の DIG（災害想定ゲー

ム）の有効性が良く理解できる。第 3項では、

東北地方太平洋沖地震で甚大な被害を受けた

釜石市のハザードマップの提示に続けて、マ

スメディアを賑わせた「釜石の奇跡」だけで

なく、鵜住居地区で発生した知る人の少ない

「釜石の悲劇」が紹介されたことは意義深い。

自然災害に関しては、令和元（2019）年の

台風 15 号および同 19 号によって千葉県は甚

大な被害を受けた。本書の発行日は 2019 年

11 月 10 日なので上記の台風被害は収録され
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ていない。ただ、甚大な暴風被害をもたらし

た令和元年台風 15 号に関しては、月刊「地理」

65-1 に口絵を含む特集記事がまとめられて

おり1）-4）、豪雨被害をもたらした令和元年

台風 19 号は池田（2019）が速報記事を同誌

64-12 に寄せている5）。そして上記の台風被

害に関しては今後も様々な記事が公表される

だろう。これらの記事を本節と併せれば、更

に厚みのある授業設計が実現できるはずだ。

第 3 章第 2 節は、第 1 ～ 3 項が ESD（持

続可能な開発のための教育）を取り上げてい

る。切り口に若干の相違はあるものの、3 つ

の項に共通して同図幅の新旧地形図比較が扱

われる。新旧地形図の比較は ESD との親和

性が高く、地域変化に対する評価を盛り込み

やすいからか、最近のセンター試験や教員採

用試験では出題頻度が高い。そうした観点か

ら本節第 1～ 3項の対象地域を改めて観察す

ると、江戸川の氾濫原の農地が急激に都市化

した松戸市（第 1 項）、台地および台地間の

谷津が住宅地化した流山市おおたかの森公園

周辺（第 2項）、船橋市の船橋ヘルスセンター

と谷津遊園および東京ディズニーランドなど

の臨海部（第 3項）の都市化が扱われている。

各項では、様々な地形環境の地域が都市化の

波を受けて大きく変化した様子を把握でき、

そこから課題を探る発展学習も提案されてい

る。ただ、説明順序との関係もあろうが、新

旧地形図の左右配置が項の間で統一できてい

ないのが少し残念である。ESD を扱うのな

らば、国連 SDGs への言及も欲しかった。

これらに続く第 4項と第 5項では、執筆者

の勤務先での地域調査の実践例が示される。

第 4項では、主に市川市と千葉市花見川区が

扱われ、第 5項では佐倉市が取り上げられる。

いずれの場合も対象地域を入れ替えれば、他

地域で活用できる提案がなされている。生徒

たちが取り組む課題の例も両項で明示されて

おり、他地域で同様の調査をする際に授業設

計で大いに活用できるだろう。

ところで、本書末尾の「編集後記」には、

本書のコンセプトが 2点記されている。それ

は、①歴史や公民の先生方に読んでもらうこ

と、②地理の若い先生方に読んでもらうこと、

以上 2点のシンプルながら芯の通ったコンセ

プトである。人数の少なさゆえに校内で情報

や実践例の共有を図り難いのが、教育現場に

おける地理の弱点である。「地理総合」の必

履修化に伴って歴史や公民を専門とする教員

が「地理総合」を担当する機会も増えること

だろう。こうした地理を専門としない教員の

間に本書が普及すれば、高等学校における地

理の裾野拡大とボトムアップが同時に実現で

きる。他の都道府県で地理教育をリードする

先生方にも、ぜひ本書を手に取っていただき、

同様の知識・技術の共有システムの構築や伝

承が実現することを期待したい。

 （香川貴志　記）
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